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第２回は，茨城むらまちネット会長の小菅新一さん（つくばみ
らい市・NPO法人古瀬の自然と文化を守る会）のご紹介です。
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務
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ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
半
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
活
動
も
、
ま

だ
ま
だ
制
約
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
農

山
漁
村
が
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な
る
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ら
た
め
て
、
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と
人
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大
切
だ
と
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い
ま
す
。
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ー
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た
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流
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ど
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各
地
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れ
る
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り
ま
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た
。
小

菅
会
長
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
今
は
、
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れ
ま
で
の
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動
を
振
り
返
り
つ

つ
、
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で
き
る
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と
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後
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る
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き
こ
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を
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る
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間
が
で
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た
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と
前
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に
と
ら
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る
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と
が
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の
か
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れ
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せ
ん
。

ニ
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、
会
員
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様
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近
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な
ど
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え
す
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と
で
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皆
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モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
な
ど
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

企
画
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
実
施
し
た
い
活

動
な
ど
、
ご
意
見
、
ア
イ
デ
ア
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

小菅会長が所属する「NPO法人古瀬の自
然と文化を守る会」では，都市農村交流事
業，環境整備，なのはな教室（不登校の児
童を預かる教室）受入れ，古民家松本邸の
管理などを行っています。
今年は，イベントは行っていませんが，会
員で田んぼアートや畑作に励んでいるそう
です。
また，松本邸の管理としては，週２回，窓
の開け閉めや除草作業，樹木剪定などを
行っているとのことです。

10月には，地元小学校５年生の稲刈
り体験に向け，準備をしているそうです。
小菅会長は，今般の新型コロナウイ
ルスの影響で，会員の皆さんがご苦労
されているだろうと思いを寄せつつ，こ
の難局時，「“原点を思い・考える”こと
が大切ではないか」とおっしゃっていま
す。


